
ＰＣＲ検査相談目安見直し「37度５分以上」

表記なくす 厚労省  
2020年 5月 8日 23時 38分 新型コロナウイルス   

新型コロナウイルスのＰＣＲ検査について厚生労働省は８日夜、新たな相談の目安を公

表し、「37 度５分以上の発熱が４日以上」とした表記を取りやめました。具体的な体温

は示さず、息苦しさや高熱などの症状があればすぐに相談するよう呼びかけています。  

厚生労働省はことし２月、感染が疑われる人が相談や受診をする目安として「37 度５

分以上の発熱が４日以上続く場合」などと具体的な体温を示していましたが、専門家か

らは必要な条件のようにとらえられ、受診の抑制につながりかねないなどといった声が

上がっていました。 

このため、厚生労働省はこうした表現を見直した新たな目安を８日夜公表しました。  

新たな目安では「37 度５分以上」という表記を取りやめ、「息苦しさや強いだるさ、高熱

などの強い症状がある場合」や「高齢者など重症化しやすい人で発熱やせきなど比較

的軽いかぜの症状がある場合」はすぐに相談するよう呼びかけています。また、重症化

しやすい人でなくても「発熱やせきなど比較的軽いかぜの症状が続く場合」には相談し

てほしいとしていて、「症状が４日以上続く場合」は必ず相談するよう求めています。厚

生労働省は感染の疑いがある場合には、まずは保健所の「帰国者・接触者相談センタ

ー」などに相談してほしいとしています。 

新たな目安での変更点 
今回、公表された新たな相談の目安とこれまでの目安では、「37 度５分以上」という具

体的な体温が例示されているかどうかに大きな違いがあります。これまでの目安では

「かぜの症状や 37 度５分以上の発熱が４日以上続く場合」や「強いだるさや息苦しさが

ある場合」に相談をしてほしいと呼びかけていました。新たな目安では「37 度５分以上」

という表記を取りやめ、「息苦しさや強いだるさ、高熱など強い症状のいずれかがある場

合」はすぐに相談するよう呼びかけています。 

また、重症化しやすい高齢者や糖尿病などの基礎疾患がある人については、「かぜの

症状や 37 度５分以上の発熱が２日程度続く場合」との表現を変え、「発熱やせきなど

の比較的軽いかぜの症状がある場合」としています。さらに、重症化しやすい人でなくて

も「かぜの症状が続く場合」には相談するよう求めています。厚生労働省は「『高熱』か

どうかは自分の平熱を踏まえたうえで判断してほしい。  

症状には個人差があり、強い症状だと思う場合はすぐに相談してほしい」としています。

一方、症状の１つとして報告が相次いでいる「味覚や嗅覚の異常」については専門家の

間で意見が分かれたため記載は見送られましたが、厚生労働省は異常を感じた場合に

は相談するよう呼びかけています。 
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